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非接触の世界
「空中ディスプレイで未来を描く」

田渕　健一 *

　ワイワイガヤガヤと語り合い
盛り上がっていた頃，そこから
生まれるアイデアが実現してい
ったことが懐かしい。
　戸惑いながらも共に悩んで生
み出したデザインは嬉しかった。
　そんなトキめいた時間はいつ
になれば戻ってくるのだろうか。
考えても仕方のないことだが，
過去を振り返る時間は確実に増
えたように思う。
　それでも世の中は不思議なも
のだ。新しいワクワクは，今こ
の瞬間にも続々と生まれている。

　共有部となるドアの取手や，
自動販売機などのボタン，スイ
ッチには触れる必要がある。
　今，そんな感染リスクの声に
応えたのがドアオープナーだっ
た。さらに取手，ボタン，スイ
ッチには抗菌，抗ウイルスの機
能を持つシートで保護する商品
も登場している。私たちも微力
ながらコロナ対策グッズとして
ラインナップして，少しでも力
になれればと取り組んでいる。
　私たちはこのような環境にな
ってしばらくしてから思ってい

たことがあった。それは日常製
造しているカード制作の根幹と
なる「偽造防止（セキュリティ
技術）」の取り組みと似た感覚
を感じていたからだ。
　時間軸は異なるがカード製造
の歴史に重なるものがあった。
カードには数字を刻印したエン
ボス加工というものがあるが，
これは設備があると作れてしま
う。その後，磁気テープが貼り
込まれるようになる。目には見
えない磁気層にデータが刻まれ
ているのだが，これはスキミン
グといった技法で複製品が作れ
てしまった。そこで新たなセキ
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ュリティ対策として生まれたの
が ICチップを搭載したカード
だった。専用の ICカード読み
取り機にカードを差し込んで動
作させるものだ。そこからさら
に進化したのがカードの中に
ICチップとアンテナが組み込
まれた非接触型のカードだった。
交通機関で使用されているカー
ドがそれだ。なんと言ってもカ
ードを端末機にかざすだけでよ
い。その機能性はお店の方にカ
ードを渡す必要もなくした。非
対面の実現，ここに私たちは共
通するものを見出していた。

　触れないでも起動する技術。
　非接触 ICカードの製造をし
てきた私たちにとって，この「非
接触」という響きはモヤモヤと
したキーワードとなっていた。
　そんな 2020年 7月，ビーコ
ン搭載カードの提案で協業先の
MIRAI BARと同行した折，次
の案件のために手荷物として持
参されていたデモ機を見せてい
ただいたのだ。そこで「空中デ
ィスプレイ」を目の当たりにす
ることとなった。空中で操作す
るパネルと言う方がわかりやす
いかもしれないが，そこに未来
のカタチがはっきり見えた。
　何故なら SF映画の世界でよ
く目にしていた空中で映像が浮
かび上がる光景そのものだった
からだ。実は昔からある技術で

これを「空中結像」という。
　空中に映像を投影するには専
用のプレートが必要となるのだ
が，その素材を樹脂製にするこ
とに成功し，量産化の目処がた
ったタイミングと，今の状況を
打破できる革新的な技術として
瞬く間に注目を浴びるものとな
っていった。
　今では各種メディアでも取り
上げられており，目にされた方
も多いのではないだろうか。

　お客さまの「安心」と「安全」
を提供する会社を目指す私たち
にとって，空中ディスプレイの
特性は，まさにそこに繋がるも
のだった。
　それを実現すべく，2021年
3月に東京ビックサイトで開催
されたリテールテックという展
示会で，MIRAI BARの協力
をいただき，空中ディスプレイ
を参考出品させていただいた。
　注目度は極めて高いものだっ

た。実際にテンキーの空中操作
を体感してもらったり，グーグ
ルアースを空中で触っていただ
いた。さらには空中ルーレット
ゲームを楽しんでいただく中で，
現在商談が始まっている。
　とは言っても，まだスタート
ラインに立ったところであり，
この活用法については底知れな
い可能性を感じている。

　こんな気持ちになった時，脳
内では決まってカノン進行の音
楽が次々と溢れてくる。
　それはとても心が前向きな気
持ちになるもので，大きな光に
包まれるようなサウンドだ。奏
でられている音色に推進力みた
いなものを感じてならない。
　ならば，この感覚を信じて前
に進んでみようと思う。（つづく）

＊ TABUCHI, Kenichi
昌栄印刷株式会社　広報担当　　　　
　　 兼　クリエイティブセンター長
tabuchi@shoei-printing.com

  SFの世界が現実に

  カノンの音色が響く

  スタートライン
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